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2023 年５月 17 日 

各     位 

会 社 名 日 邦 産 業 株 式 会 社

代表者名 代表取締役社長 岩佐 恭知

ｺｰﾄﾞ番号 9913 東証ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ・名証ﾒｲﾝ上場 

問合せ先 取締役コーポレート担当 三上 仙智 

（ T E L ． 0 5 2 - 2 1 8 - 3 1 6 1 ） 

（訂正）「2023 年３月期 決算短信 〔日本基準〕 （連結）」の一部訂正に関するお知らせ 

当社が2023年５月12日に開示いたしました「2023年３月期 決算短信 〔日本基準〕 （連結）」の記載内容に

一部誤りがありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１． 訂正の理由 

「2023 年３月期 決算短信 〔日本基準〕 （連結）」の開示後、「モビリティ」に集計すべき親会社の売上高の

一部を誤って「エレクトロニクス」に集計していたことが判明したため、「モビリティ」と「エレクトロニクス」の各

売上高と同前年比について、下記のとおり訂正するものであります。 

２． 訂正箇所 

  訂正箇所は下線を付して表示しております。 
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 １．経営成績等の概況 

   （１）当期の経営成績の概況 

   【訂正前】 

・エレクトロニクス 

（省略） 

この結果、当連結会計年度における当セグメントの売上高は 17,353 百万円（前期比 4.7％増）、セグ

メント利益は 1,245 百万円（前期比 5.9％減）となりました。 

・モビリティ 

（省略） 

この結果、当連結会計年度における当セグメントの売上高は14,837 百万円（前期比 13.3％増）、セグ

メント利益は 1,535 百万円（前期比 47.2％増）となりました。 

【訂正後】 

・エレクトロニクス 

（省略） 

この結果、当連結会計年度における当セグメントの売上高は 16,854 百万円（前期比 1.7％増）、セグ

メント利益は 1,245 百万円（前期比 5.9％減）となりました。 
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・モビリティ 

（省略） 

この結果、当連結会計年度における当セグメントの売上高は15,337 百万円（前期比 17.1％増）、セグ

メント利益は 1,535 百万円（前期比 47.2％増）となりました。 
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  （セグメント情報） 

  ３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

【訂正前】 

（省略） 

当連結会計年度(自  2022年４月１日  至  2023年３月31日) 

(単位：百万円)

 報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２）

連結 

財務諸表 

計上額 

（注３） 
エレクトロ

ニクス 
モビリティ

医療・ 

精密機器 
計 

売上高 

外部顧客への売上高 17,285 14,728 6,871 38,886 － 38,886 － 38,886

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
67 108 17 194 205 399 △399 －

計 17,353 14,837 6,889 39,080 205 39,285 △399 38,886

セグメント利益 1,245 1,535 126 2,907 79 2,987 △1,075 1,912

セグメント資産 8,077 12,459 6,282 26,819 630 27,449 1,225 28,674

その他の項目 

減価償却費 119 724 380 1,224 0 1,225 14 1,240

減損損失 － 33 22 55 － 55 － 55

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
461 889 194 1,546 58 1,604 289 1,893

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイの国際地域統括本部における

マネジメント業務等で構成しております。 

２ 調整額は、以下のとおりであります。 

(１)セグメント利益の調整額△1,075百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,043百万円

等が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(２)セグメント資産の調整額1,225百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資

産は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産であります。 

(３)減価償却費の調整額14百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減価償却費でありま

す。 

(４)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額289百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資

産の増加額であります。 

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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【訂正後】 

（省略） 

当連結会計年度(自  2022年４月１日  至  2023年３月31日) 

(単位：百万円)

 報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２）

連結 

財務諸表 

計上額 

（注３） 
エレクトロ

ニクス 
モビリティ

医療・ 

精密機器 
計 

売上高 

外部顧客への売上高 16,786 15,228 6,871 38,886 － 38,886 － 38,886

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
67 108 17 194 205 399 △399 －

計 16,854 15,337 6,889 39,080 205 39,285 △399 38,886

セグメント利益 1,245 1,535 126 2,907 79 2,987 △1,075 1,912

セグメント資産 8,077 12,459 6,282 26,819 630 27,449 1,225 28,674

その他の項目 

減価償却費 119 724 380 1,224 0 1,225 14 1,240

減損損失 － 33 22 55 － 55 － 55

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
461 889 194 1,546 58 1,604 289 1,893

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイの国際地域統括本部における

マネジメント業務等で構成しております。 

２ 調整額は、以下のとおりであります。 

(１)セグメント利益の調整額△1,075百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,043百万円

等が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(２)セグメント資産の調整額1,225百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資

産は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産であります。 

(３)減価償却費の調整額14百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減価償却費でありま

す。 

(４)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額289百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資

産の増加額であります。 

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

以上 


